第3回東日本区大会区実行委員会議事録

2026年2月17日（火）午後8時
Zoom会議

顧問		山下　真　（十勝）
実行委員長	榎本　博　（伊東）
事務局長	金子　正樹（伊東）
会計		中村　義春（十勝）
委員		渡辺　大輔（東京武蔵野多摩）

【ホスト委員会】
清水　弘一事務局長・竹内　聡

概要
· 東日本区大会・代議員会の役割分担と進行計画の詰めを実施。
· 代議員会の出欠確認方法を明確化し、区大会登録と分離して案内する方針を決定。
· 年次報告書・ワークブックの作成責任と印刷制約・スケジュールを確認。
· 会場準備・前日リハーサル・式典運営（バナーセレモニー、表彰、引継ぎ式、締結式、閉会式）の具体化。
· 弁当手配と晩餐会メニューの見直し方針を整理。
· 参加登録状況の現状共有と増加施策（通知強化、直接連絡、葉書検討、Excel照合作業）を確認。
· 次回会合日程を確定。
· 
代議員会：役割分担・出欠確認
· 出欠確認の混乱要因と対策
· 区大会登録＝代議員会出欠と誤認するケースが多い。
· 対策として、代議員会は区大会登録と「別途で」出欠確認・委任状提出を実施。
· 3月1日に年次代議員会公示を発出し、4月5日の締切後に不足分を個別フォロー。
· 出席・委任状管理
· 代議員名簿作成と、出席・欠席・委任状の紐付け管理をキャビネット側で実施。
· 欠席者の委任状は2名以上の確保を促す文面を案内に明記
· 
年次報告書・ワークブック：作成・印刷
· 作成範囲・役割
· 年次報告書（行政監査報告書含む）とワークブック（役員会・代議員会の議案収載）は分冊。
· 過年度データは渡邉から榎本へ共有。榎本が原稿取りまとめ・体裁整備を担当。
· スケジュール
· 議案書提出締切：4月5日。
· 年次報告書・ワークブック完成目標：5月第1〜2週（事務所印刷3〜4日、1週間前に梱包開始）。
· 印刷仕様・制約
· 事務所印刷（小林・山口担当）。Word作成、冊子は4の倍数ページで構成。
· 1冊50ページ超は不可のため分冊維持。各冊子50ページ以下に収める。
· 冊子印刷は事務所側で慣れているが、直前は行き来が発生しがちのため前広の入稿を徹底。


会場・リハーサル・当日準備
· 当日導線
· バス第1便到着に合わせて8:30頃ロビー集合、全体指示出し。
· 会場開場時刻は9:00想定（最終確認要）。受付・横断幕・バナー・机配置・プロジェクター投影など準備担当を割当。
· 前日対応・契約
· 前日（6月5日）のリハーサル・準備は可能だが会場費事前支払いが必要。契約段階を早める。
· 舞台側担当者とリハーサル日時・内容を調整。費用（暖房費等）発生に注意。
· 通信環境
· 舞台上はWi-Fi非提供設計のため、インカム運用が前提。追加Wi-Fi手配は不要。

プログラム・タイムテーブル調整
· 代議員会報告
· 時間短縮（目安5〜6分）。司会が議案の承認結果を読み上げる方式で入れ替わりを最小化。
· ユース報告
· 10分枠で確定（5分案も検討したが、内容量を踏まえ10分に設定。2月25日のユース代表との打ち合わせで協議する）。
· 表彰セッション
· 表彰は時間が掛かるため、35分案から拡張し運営余裕を確保（写真撮影の段取り最適化が肝）。
· 司会が表彰クラブ名・受賞者名を読み上げる方式でテンポを一定化し、主任の読み上げは最小化。
· 奈良傳賞と感謝状（ミサワホーム）に合計15分を確保。
· 感謝状は経緯紹介→表彰状授与→先方挨拶まで5分程度。
· 締結式（協定）
· 15:00〜15:05の5分枠で実施。長机・着席者（会長・理事）、関係者は舞台袖待機。簡易リハを事前に。
· 役員引継ぎ式
· 20分に短縮（従来30分）。バッジ交換は実施しない方針。
· 司式者：田之上。任命者（選考委員長）：佐藤。再任者も含め役員紹介を効率的に実施。
· 開会・閉会
· 歓迎挨拶：ホスト側は院長が実施（クラブ会長は回避案）。
· 閉会式：司会は金子（必要に応じて山口と並行）。YMCA感謝状、実行委員長挨拶、YMCAの歌を含め10分はタイトのため12分を目安（休憩10分枠の末尾にダイジェスト映像再生を検討）。
· ダイジェスト映像：当日素材の編集版を閉会直前に上映（撮影は田中へ依頼、山下が確認）。

バナーセレモニー：舞台配置・段取り
· 配置・人数
· 舞台は狭小。だんだん（3段）構成を検討。全体約60名想定。
· 並び順は北海道・北東部を最後にし、クラブの順序で4列程度を想定。
· 備品・準備
· 立ち台（箱）の数量・サイズ（大・小）と総延長を下見時に確認。
· 準備は前日リハ後に可能だが、他団体利用との兼ね合いに注意。収納段取りも含めて計画。


· 案内・誘導
· ホスト委員会から2名、区側から2名の案内担当を配置（候補：並木・大沢・笠・長岡）。クラブ名を呼称して隊列誘導。
· 2月19日の「事業主任打ち合わせ」で依頼

司会・台本・配役
· 司会体制
· 全体司会：金子（女性司会：山口）。閉会式は金子に戻す。
· 金子はセレモニー参加時の読み上げ代理の手配が必要（ホスト側で人選）。
· 台本
· 山下が昨年資料を基に台本初稿を作成し、金子・山口へ共有。ホームページにも最終版を掲載。
· メモリアルアワーは読み合わせ中心の簡易リハを想定。
· 配役補足
· 司式者：田之上、任命者：佐藤。役員紹介は再任者も含めスクリーン投影を活用し簡潔に。

看板
· 再利用可能なロールバナーを作成し次年度以降も使いまわしてはどうかとの意見（「ワイズメンズクラブ東日本大会」の汎用文言、開催回・地名は非記載・素材は破れにくい厚手紙または布。画鋲止め可能。）がでたが今回印刷はYMCA依頼を検討。

弁当手配（昼食）
· 予算・手配
· 1人あたり1,500円（お茶含む）。余裕予算は設けず、内容充実を優先。
· 手配先はワールドトラベル（加藤）を第一候補に、石巻市内業者も併せて比較提案。
· 運用
· 配送・配布・ゴミ処理まで一括手配。職員配置も含め運営計画に組み込む。

晩餐会メニュー見直し
· 現状評価と課題
· 現行提案は量感が不足。若年層向けの揚げ物（唐揚げ・天ぷら）が欠如。
· 舟盛り（15万円）は高コストの割に満足度が限定的で再考余地あり。
· 方針
· ボリュームアップ策：海苔巻きコーナー、海苔うどんコーナーの設置（ホテル提供可否・品質維持要件確認）。
· メニュー別プラン（B/C等）をホテルから再提案依頼。高単価品の比率を下げ、量を確保。
· 地酒コーナーはテーブル提供に寄せ、専用コーナーの規模は縮小。飲み放題前提の単価構成見直し。
· 試食・精算
· 試食会（2名分）は大会費用で処理。領収書は写真で提出し、計上を迅速化。

参加登録・コミュニケーション
· 現状
· 参加85名程度（直近で数名増加）。目標に未達で地元（仙台地区等）の申込が少ない。
· 増加施策
· 通知強化：メール既読率が低いため、葉書・電話・対面での再周知を実施。
· 登録フォームとホテル予約等の多系統情報をExcelで照合（竹内・加藤・渡邉の情報集約）。
· 3月1日早期案内と、研修会等での徹底周知。
· データ整備
· 渡邉がExcel入力を担当。清水からのデータ提供後、突合・修正を進める。


対応事項
@山下: 3/1に代議員会出欠確認の案内（区大会登録と別枠、委任状手続き強調）を発出。
@山下: 昨年の台本・資料を金子・山口へ共有し、台本初稿を作成・ホームページへ掲載。
@山下: 田中へ当日撮影の依頼を正式確認し、閉会前のダイジェスト映像方針を連絡。
@山下: 奈良傳賞申請（2/28締切）のリマインドを来週早々に発出。
@榎本: 年次報告書・ワークブックの原稿取りまとめと体裁整備、4/5締切の議案反映。
@渡邉: 過年度データ一式を榎本へ送付し、登録Excelの入力・照合作業を開始。
@小林・@山口: 年次報告書・ワークブックの事務所印刷・梱包（冊子は4の倍数ページ、50ページ以下、分冊）。
@竹内: 会場契約（前日6/5のリハーサル含む）と舞台担当者とのリハ日程・内容調整。
@竹内: 登録フォームとホテル予約の照合を進め、食い違いの是正（加藤・渡邉と連携）。
@清水: 
市・ホテルとの晩餐会メニュー再提案依頼（ボリューム増・揚げ物追加・舟盛り再考、飲み放題構成見直し）。
@加藤: 弁当手配（1,500円/人、茶含む）と配送・配布・廃棄の運営計画提案。
@金子: 司会進行計画策定（代議員会報告読み上げ、表彰読み上げ、閉会式の進行）。
@山口: 司会補助および印刷支援、必要に応じて読み上げ代理人の手配。
@田之上: 理事就任式 役員引継ぎ式の司式準備（20分枠、バッジ交換なし）。
@佐藤: 任命者として引継ぎ式スクリプト確認と当日の進行役割の準備。
@並木・@大沢・@笠・@長岡: バナーセレモニーの誘導担当として当日配置計画を作成。
@全担当: 領収書は写真で竹内へメール提出し、支出計上を迅速化。

スケジュールと重要な日付
· ホスト委員会：3月21日（土）10:30。
· 実行委員会（第4回）：3月26日（火）20:00〜22:00。
· 代議員会：公示は3月1日に発出（当初3月15日予定から前倒し）。
· 議案書提出締切：4月5日。
· 年次報告書・ワークブック完成目標：5月第1〜2週。
· 前日リハーサル：6月5日（会場費含め契約手続き要）。

